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第    回学校評議員会  【平成 29年２月 16日（木）実施】 

 

１ 実施概要（協議研究事項を含む） 

１ 開会 

２ 学校長挨拶 

３ 学校からの報告 

  学校評価、学校運営、進路指導、生活指導、生徒会、学習指導、渉外、各学年 

４ 意見交換～一年間の総括ご意見、次年度へのご提言 

５ 学校長まとめの挨拶 

６ 閉会 

 

２ 今回の実施に当たって工夫したこと 

・総括資料が多いため、一週間前に送付して予め目をとおしておいていただくこと
で、学校からの説明をできるだけ短くし、限られた時間の中で多くのご意見をいた
だきやすくした。 

・ＨＰなどから抜粋した文章と写真をまとめて参考資料とすることで、一年間の生徒
の活動の状況を理解してもらいやすくした。 

・学校の様子を知ってもらうために、７時間目の授業を公開した。 
 
３ 今回話題になった事項で特徴的なものとその概要 

・過日の大雪の際には野球部生徒が地域の雪かきをやってくれて地区民からも感謝の
言葉が寄せられた。このような活動を校内の他の生徒にも広く紹介して欲しい。 

・堤防工事に伴う「ランニングコース」の設置については、地区として引き続き要望
中であるので、協力してやっていきたい。 

・普通科高校では地域とのつながりが難しい中で、ボランティアや交流を通して地域
貢献していることは生徒の為になっている。今後もこのような力を伸ばしていただ
きたい。また、地域アンケートを実施して地域の声を集め、それに対しての回答を
作成し、フィードバックしている取組は有意義である。引き続き実施して欲しい。 

・自転車事故についてはまだまだ多いので、引き続きご指導いただく共に、危険個所
での立ち番指導も強化してはどうか。 

・部活動での活躍が学校全体のエネルギー源になっていると感じる。 

・「校外模試」については、生徒への意識づけをおこなうと共に、判定結果だけでな
く、職員が日々の指導を見直し、日常の学習にどう生かしていくのかという検討材
料として役立てて欲しい。 

・信大工学部の入学者が減っている。入学時のアンケート希望からすれば、もう少し

国公立大学の入学者を増やす指導を実践して欲しい。 
 
４ 成果と課題（学校評議員会以外の活用状況を含む） 

・ボランティア活動、部活動などの取組は大きく評価していただいた。次年度の進路
指導に向けては貴重な提言をいただくことが出来た。担当部署で検討し、外部機関
とも連携して具体的な方策を実施し、進路実現に生かしていきたい。 

・ホームページや資料を通して生徒の様子を知っていただくことは出来たが、生徒会
役員との懇談など、もっと実際に生徒の様子をみていただくことが必要であると感
じた。次年度は会議日程等を工夫してそのような場を設定したい。 

 

２ 


